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教職実践演習の指導と教職課程における大学教員の役割
− ２年間の取組の成果と課題から −
渡 津 英 一 郎
はじめに
　2013年から、教職実践演習が教員免許取得
のための必修履修科目となった。以後 4 年間、
多様な実践例が紹介されているが、本学でも
毎年度、学生の実態に合わせた方法を工夫し
取り組んできた(01)。
　演習の具体的な指導は、様々な困難が伴う
ものであった。学生は①履修してきたものか
ら、何を振り返り何を課題とするのか、②確
認された課題は、例示された方法を参考にし
てどのように解決するのか、③採用試験が不
合格となり、教職を諦めた学生に何を指導す
るかなど検討しなければならなかった。
　更に教職には、これまでのような講義を受
け単位を取得しただけでは不充分であり、学
びを実践に結びつける指導が必要とされ始
まった科目である。大学の教員が果たす役割
は大きくなり、学校教育現場について幅広く
深く理解していることが求められた。
　「大学の評価は優秀だったのに、教員とし
て意欲も能力も感じられない」「新規採用教
員は改めて、先輩の指導を受け学び直すべき
である」と言われるようであってはならない。
まして採用後は、資質能力が不充分もしくは
力を発揮できないまま、教員であり続けるこ
とがあってはならない。
　そこで、これまで担当した教職実践演習で
は、年度ごと資質能力に大きな違いがある受
講生に、学生の実態に合わせ教職課程の最終
科目として、その都度効果的な指導となるよ
う取り組んできた。その際、教員として必要
な資質能力を再確認させ、不足に気づかせ補
充させること、その上で既習事項を学校現場
の実践力に結びつけるよう心掛けた。本稿は
この点に留意し、2015年、2016年に本学で開
講され担当した演習を整理し考察したもので
ある。実施したものは、その年度において最
適なものと確信しているが、必ずしも他のモ
デルとなるものではない。
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　省令により新設された教職実践演習は、学びを実践に結びつけ
る指導が必要とされ始まった科目である。大学の研究者が説くよ
うに、学校の教員は仕事をしなければならないか。現場の教員が
必要とすることを、大学の教職課程では教えるべきか。理論と実
践の関係については、今なお立場により考え方は様々である。少
なくとも教職実践演習担当者には、学校の教育現場について幅広
く深く理解していることが求められている。
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一、教職実践演習導入への経緯と趣旨
１, 教員の資質能力と実践力
　現行の教員免許制度では、免許状を取得す
るには大学を卒業すること、教職や教科等に
関する科目の単位を取得することが必要とさ
れている。学生は所属する学部の講義や演習
を受講するなど大学生活の総体から学識教養
を身につける。大学の教職課程において、教
科指導や生徒指導に必要な専門的知識を修得
する。卒業時までに、所属する学部の講義や
演習と併せて教職課程の所要単位を取得する
と、教員の役割を果たすことができるとして
教育委員会から免許状が授与される。
　ところで、教育現場では、教員は常に高い
資質能力が求められる。科学技術の発達や社
会に急速な変化があれば、それに伴い教員と
しての専門性の維持向上を図らねばならな
い。教員個々人には、そのための不断の努力
が不可欠であり責務であるとされる。ところ
が、にもかかわらず変化に対応できず、知識
技能が不充分で教科指導ができない教員が指
摘されるようになった。生徒への愛情や教職
への意欲に欠け、生徒理解や学級経営などに
力を発揮できない教員がいると指摘されるよ
うになった。これら有効な指導ができない教
員は社会問題化するようになった。他方、公
務員は身分が保障され雇用関係が安定してい
るので、一旦採用されれば辞めさせられない
とまでいわれる。そこでその多くが公務員で
ある教員についても同様の指摘があり、教員
のまま居続けられることが更に問題となっ
た。
　2002年の中教審答申ではこれらの問題点
が、「保護者とのコミュニケーションがうま
くいかなかったり， 指導力不足が指摘される
教員が存在する」として取り上げられた。従
来のように教職課程の科目を履修するだけで
は、充分な職務が遂行できる教員を養成する
ことはできない。現場で力を発揮できるよう、
養成段階から意識し指導するべきといわれる
ようになった(02)。その後の免許状授与や教員
採用も、この観点から実施されるべきと考え
られるようになった。
　優れた教員は、教育に必要な知識技能と、
教育への使命感や責任感、教育的愛情や社会
性などが資質能力として有機的に結びついて
いる。身につけた資質能力は、教育現場にお
ける実践力として発揮されている。従って学
生は、履修すべき科目が修得されているだけ
では不充分であり、教育現場で力を発揮でき
る教員になるための学びが必要である。所定
の単位を取得した学生は、最後にそれを実践
力とするため、不足分は補充し、これを再度
統合形成してから、免許状が授与されるべき
である。
　免許状が授与されても充分とはいえず、な
お採用試験は再度実践力を慎重に見極める場
となっている。現在では選考方法が工夫され、
知識技能という観点からだけでなく、短答式
のものより論文を、記述試験だけでなく面接・
模擬授業を、更に適性試験を課すなどしてい
る。しかし、短時間に数多い受験者の適否を
判断することは難しい。愛情や意欲、使命感
や責任感は、口頭で巧妙に表現できても内実
が伴わないこともある。そのため、現行制度
それぞれの段階で充分な時間を確保し、より
一層慎重に対処することが求められている。
従って今後も、人物を重視した採用選考、適
格性を有する人材確保のため、多様で多面的
な方法が検討されねばならない(03)。
　現場で充分な力を発揮できない教員は、そ
のまま教員を続けることがあってはならな
い。力を発揮できない教員が、そのまま教職
に就いていないよう、力を向上させることが
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必要である。そのため、中教審は答申におい
て、教員の適格性の確保と専門性の向上とい
う観点から更新制度の導入を提起した。これ
を受け、2007年には教育職員免許法が改正さ
れ、2009年から教員免許に更新制度が導入さ
れるようになった。いったん採用された教員
にも、新たに厳しい研修を課すことになり、
個々の教員がその力量を維持向上させるため
日々研鑽に努める制度がスタートすることに
なった(04)。
２, 免許更新制と教職実践演習
　2008年、文部科学省は省令により、免許状
取得に必要な教職に関する科目として、教職
実践演習を新設することとした。この科目は、
教員免許更新制と強い関係をもち設定された
といわれる(05)。その趣旨とねらいは、身に付
けた資質能力が、大学が自らの養成する教員
像や到達目標等に照らし最小限必要なものと
して統合形成されているか確認することにあ
るとされてきた。また、学びの軌跡の集大成
として位置付け、教科に関する科目と教職に
関する科目の履修状況を踏まえ、これを実践
力として発揮できるようにすることとされ
た。しかし、その力を判断し確保する枠組み
や仕組みができたものの、演習として如何に
実施するかはその後の新しい課題となった。
　大学 4 年間に、学生が身につける資質能
力は様々である。それぞれが所属する学部の
専門的知識、幅広い学識教養などがある。教
職課程を通して身につけた学校教育に関する
知識技能がある。これらは教員の愛情・意欲・
社会性などと結びつくことによって現場の実
践力となる。学生にはこの科目を履修し、教
員として必要な自己の課題を自覚し、不足し
ている知識や技能を補い定着を図ることが求
められる。教育現場で積極的に実践できる力
とし、教職に就くことが期待されている。
　実践演習の方法として、大学が養成しよう
とする教員像については、私立大学で建学の
精神に関連させたり、単科大学の特色を盛り
込むことなどの記述がある。しかし、各地の
教育委員会が求める教員像は、教員採用試験
の募集要項記載内容からみても、基本的に大
きな差はないといえる(06)。大学が任用権者で
ある教育委員会の期待とかけ離れた教員像を
示すことは難しい。一方、現場の学校が求め
るものは地域や時期によって大きく異なる。
これに対応できる力は汎用性のある一般的な
資質能力であり、大学で個別に設定するもの
とは思われない。更に実践演習は、通常の授
業と異なり、指導の方法・内容に至るまで当
初から詳細に例示されている。従って、何れ
の大学も目指す教員像に大きな違いはなく、
到達目標は、他の大学と著しく異なるものと
なりえない(07)。
　また学生は、自己にとって何が課題である
かを自覚し、必要に応じて不足している知識
や技能等を補いその定着を図るとある。学生
は、履修した単位が認められれば、充分な知
識技能が身につけていると理解する。教員の
評定が高ければ不足しているものを発見しよ
うとはせず、未履修のものや評定の低いもの
に補うべき課題があると推測するであろう。
そこで、実践演習では学生の自己評価だけに
頼らず、演習の担当教員が必要な項目やその
水準を示し、何が課題かを考えさせねばなら
ない。特に、現場の生徒や保護者の実態、教
員集団の様相など学生に気づかない点も含
め、実務との関わりから指し示し考察させる
必要がある。
　更に、課題を自覚した後には、何時、何処で、
どのような方法で補い定着させるか、指導・
助言が必要である。テキスト中心に解説され
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た科目の履修であれば、再度その本を読み返
し不足分を補うことができる。しかし、それ
までの科目履修により獲得したものを、学校
現場の仕事に活きるようにするには、教育へ
の使命感や責任感、教育的愛情、社会性や対
人関係能力などと有機的に結びつけ実践的な
力とすることが求められる。現場で理想とさ
れた教員が、経験から自ずと滲み出る魅力を
ベースとして、理解させるような学生の内心
に迫る指導が必要である。
二、教職実践演習の授業内容と方法
１，例示された授業内容と方法
　既に2006年の中教審答申では、学生に教職
課程の履修状況を常に意識させるため、履修
カルテを作成させることや、科目には「使命
感や責任感、教育的愛情等に関する事項」「社
会性や対人関係能力に関する事項」「幼児児
童生徒理解や学級経営等に関する事項」「教
科・保育内容等の指導力に関する事項」を含
めることが適当であるとして、授業内容例が
示されている。ただし科目の中で、例として
示されたものはすべて行う必要はなく、科目
に含めることが必要な事項が全体として確認
できるよう、組み合わせて授業すればよいこ
ととなっていた。また、教員として最小限必
要な資質能力を修得しているか (理解してい
るか、身に付いているか) を確認するため、
到達目標及び目標到達の確認指標例が示され
ている(08)。
　受講者数については、概ね20名程度が適正
な規模とし、増える場合にはティーチングア
シスタントを活用するなど授業形態の工夫を
図る必要があるとされている (09)。更に、授業
方法としては、想定される授業形式が示され
ているが、新たな授業方法を積極的に開発・
工夫するよう求められている(10)。また、常に
学校現場や教育委員会と緊密に連携協力して
いくことが必要とされている。しかし、何よ
りも実践演習に求められるのは、それまで蓄
積された資質能力を有機的に統合形成し実践
力とすることである。そのためには、学生が
実践演習を履修する前に、教職課程を担当す
る指導者側の連携協力のため、情報交換が不
可欠であり授業の内容・方法を確認し調整す
ることが求められる。
２，ポートフォリオの活用
　最終段階の指導を確実なものとするには、
すべての科目を登録時から計画的に履修さ
せ、学習した成果を次の指導や学習に役立て
るため、教員と学生が履修状況に関する情報
を共有していることが必要である。この学習
の成果は、学生が情報を整理し教員がポート
フォリオとして継続的にチェックし、4 年間
引き継ぎ指導し管理していくことになる。
　しかし、このカルテの活用は、どのような
方法をとっても多大な作業時間を要する。学
生の意欲・能力と、新規の仕事に対する担当
教員の経験不足と繁忙さから、期待される成
果が得られるまでにかなりの困難が伴う。と
もすると無機質な作業になりがちである。工
夫を積み重ね実施していく中で洗練されてい
くものであろうが、本学では既に当初の電子
媒体から紙媒体使用へと変更し、新たに効果
的な活用方法を模索中である。
　次に、履修する学生の意欲と考え方の問題
がある。学生は教職課程を履修し免許を取得
しても、教職に就くことが難しいことを承知
している。過度に厳しい管理がなされると、
資質能力の高い学生も履修を敬遠するように
なる。また履修カルテは、試験やレポートに
取り組むのと異なり、直接単位修得と結びつ
かない。そこで、最小限の労力で記入しよう
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とする学生が増え、不足分の指摘や督促は教
員にとって新たな課題となる。
　更に、担当する教員の問題がある。大学の
教職課程を担当している常勤の教員は数が限
られており、また非常勤講師も多い。常勤の
中には、教職科目を専門として担当している
教員、教職課程以外の講義を主とする担当者
がいる。そこで、履修カルテの指導に正確さ
や迅速さを求めれば、主として担当する一部
の教員が膨大な数の学生を担当せざるを得な
い。教員は 4 年生のカルテだけでなく、1 年
生から 3 年生についてもチェックし指導す
る。担当する学生が機械的に割り振られれば、
名簿には 4 年間顔を合わせない学生が掲載さ
れることもある。従って、過大な労力の割に
は活用の成果をあげることが難しい。とはい
え、カルテの活用は、学生自身にとっても、
教員の指導上も大きな期待ができる。可能な
限り省力化し、実態に合わせた優れた活用法
を常に工夫し続けなければならない。
３，理論から実践への架橋
　研究を主として職業としてきた教員から、
現場経験のある教員に期待されるのは、理論
を実践へと結びつける指導である。託される
仕事は、大学で習得した知識技能に対して、
現場の視点から不足した部分を指摘し補わせ
る指導である(11)。また、学校現場の教育実践
を通して獲得した人間性や勘所から、教育愛・
熱意が滲み出る人格により、学生が獲得した
資質能力を、具体的に役立つ実践力とするこ
とである。
　教職課程の指導に当たる大学教員は、限ら
れた専門分野の知識や研究者としての能力だ
けでは不充分である。学校現場の生徒や教員
の状態について、最新の正確な情報をもって
いるべきである。特に実践演習の担当者は、
その目的からして学校教育に精通しているこ
とが必要である。現場で働く教員の、教育へ
の熱意や生徒への愛情について深い理解が求
められる(12)。しかし、何れの大学も、教育学
など優れた研究をしている教員の数に対し、
学校現場の実務を経験した教員の数は充分と
いえない。担当者が、理論から実践への架橋
最前線の指導者となることからは、当面は研
究を主としてきた教員についても、これまで
以上に実務を理解し経験する機会をもつよう
な手立てが必要である(13)。
　一方、必ずしも経験のある実務に長けた教
員であれば、演習担当者としての役割が果た
せるということではない。経験に頼るだけで
なく、常に最新の教育行政や学校教育の実態、
その時々の教職に関する研究の成果は把握し
ていなければならない。開講されている教職
科目の指導内容・方法は、満遍なく掴んでい
なくてはならない。学校教育を理論との関わ
りから理解することができない限り、感覚的
に学生に指導しようとしても指導の成果は期
待できない。そのため、優れた研究者と同様
のものは求められないとしても、学校教育を
理論化できる基礎的な素養をもち、継続的に
自身の考え方や指導について、多くの教育者
や研究者とともに検証していく意欲と能力が
必要となる(14)。
三、例示された方法と授業展開の工夫
　平成27年度 (2015年) の受講学生数は、基
準とされる人数より若干多い25名だった。卒
業までに免許取得だけ希望する学生は約半数
で、当初から教職だけ目指してきた学生は少
なかった。そのため、実践演習履修以前に修
得した知識や技能も不充分であり、採用試験
の結果が判明するに連れ、取り組む姿勢が変
化するようになった。
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　また、実践演習開設当初の計画では、複数
の教員で担当することが検討されていたが、
演習開始時には名古屋校舎の 2 講座に当初振
り分けられた学生を、実質的にはほぼ一人で
担当するようになっている。高校などの教員
組織では週に 1 回、勤務時間内に教科会を開
き指導について詳細な意見交換や情報交換を
する制度が定着している。ところが、大学に
はこのような機会は少なく、演習担当者間や
教職科目担当者間の密な連絡がとりにくい問
題点がある。
　更に授業方法では、フィールドワークなど
例示されているが、教員と学生双方の時間の
調整や準備に時間の要するものを実施するこ
とは難しかった。そこで毎回の、演習の実施
方法は、講義とグループ学習の組み合わせを
基本として、併せて可能なところで部分的に
例示された授業方法を取り入れることとした
<表 1 >。また実施場所は、第 1 回から15回
まで、教室の移動はなく変化が少ない分、教
室内では学生のアクティブな活動を促す演習
となるよう心掛けた(15)。
１，履修済みシラバスと履修内容の確認
　前半は履修済み科目の履修内容を確認する
時間とし、担当者がテーマに沿って関連した
受講科目のキーワードを取り上げ講義を行っ
た。その際、①関連科目の内容は、本学担当
者のシラバスに沿うだけでなく、市販の一般
的なテキストに書かれている項目も、重要な
ものは取り上げた。この方法により、受講し
た講義では説明されなかったこと、学生が印
象に残っていないところを、担当者なりに幅
広く取り上げることとなった。次に、②ピッ
クアップした項目をもとに、学校現場の実態
や教員の考え方について、最新のものを情報
として提供した。学生は中学校や高校の生徒
だった頃の印象、もしくは短期間の教育実習
から得た経験をもとに学校現場を理解しがち
である。このことに対し、現場からの情報提
供者が多く得られたこともあり、新しい事実
をもとに具体的な教育の場面を想起させ、大
学で学んだ理論に結びつけ考えられるように
した。
　後半は前半の講義と関連させ、学生は現場
の教員になったつもりで、短時間の意見交換
と情報交換を行うこととした。講義の際はス
クール形式で履修登録順に並んでいるが、後
半はランダムに人選した 8 人のグループをつ
くり、ラウンドテーブル風に並び替え話しや
すい雰囲気をつくった。これは、学生が自身
の考えを他の学生に伝え、また考え方を聞く
ことにより、より幅広く教職を意識し考え方
を整理させるためであった。
　なお、可能なところで職務の一部を仮想体
験させるなど、例示された授業方法をアレン
ジして取り入れた。限られた時間内の演習で
あることから、事前の予告は欠かせなかった。
回数を重ねるごとに学生の意欲を振起するた
め、予告だけでなく事前の準備について指示
する必要性を感じるようになった。
２，例示された授業方法をモデルに実践
(1) 部活動活性化を主題にロールプレーイン
グ
　前半では、学習指導要領と部活動の意義、
部活動の抱える問題と今後の在り方、学校事
故と安全配慮義務など、既習事項確認のため
の講義を行った。これをもとに、学生自身が
部活動を推進する担当教員になったとして、
全校の教職員に部活動の活性化について協力
を要請するための文章をまとめさせた。次に
学生を教職員に見立て、職員室で朝の打ち合
わせ時間に 5 分、文章に書いた内容を伝える
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という演技をさせた。
　演習の後半では、特別活動とは異なる部活
動について、果たして学校の業務なのか、教
員の職務であるかという意見が出るように
なった。学生は議論するなかで、次第に不充
分な知識や疑問を感じ、また部活動指導への
意欲を改めて強くしたようだった。
(2) 特別活動として修学旅行計画を作成
　前半は、学習指導要領と特別活動、ホーム
ルーム活動、生徒会活動、学校行事について、
既習事項確認のための講義を行った。これを
もとに、特別活動における学校行事の指導と
して、特色ある修学旅行の計画を立てさせた。
内容は、旅行先や旅程、生徒への諸注意を盛
り込んだものとした。
　作成後、特に意識し特徴をもたせた計画に
ついて発表し、旅行の目的、費用負担、生徒
の活動、意義や問題点を考えるようにした。
学校の教育活動として修学旅行は必要かとい
う疑問や、教員の関与の仕方や指導方法に関
することが話題となった。教員の視点から特
別活動をみることによって、考えを新たにし
整理させることができた。
(3) 進路指導用冊子「進路のしおり」冒頭の
言葉を作文
　前半は、学習指導要領と進路指導、働く意
味と職業、職業選択と方法、進学と就職につ
いて、既習事項確認のための講義を行った。
これをもとに、生徒用の進路指導冊子を作る
として、「進路のしおり」冒頭の挨拶文を書
くことにした。生徒が意欲をもって計画的に
進路を選択・決定できるよう、必要なことを
盛り込みつつも魅力ある文章となるように考
えさせた。
　作成後、文章にまとめた内容を話し言葉に
置き換え、学生を生徒に見立てホームルーム
の時間に指導するという演技をさせた。自身
の中学校・高校での受験指導を思い起こし、
本来あるべき姿と現場の実態を比較し考えを
整理させた。学校の受験指導や補習授業は、
どの程度教員が関与すべきかという点に意見
が多く出された。
表 1　主な学習方法（平成27年度）
回 テーマ：主な学習方法
01 教職実践演習の課題 (ガイダンス)：教育実習の反省と教職への取り組み
02 教職の意義と役割：教職員の協力と連携について立場の異なる教職経験者と考える
03 教員の服務：教員の身分保障、分限と懲戒について考える
04 教員の勤務：教職の魅力を他の職業との比較から考察
05 教材研究と学習指導案：学習指導案の作成・模擬授業
06 ～ 08 教育相談、特別支援教育、発達障害： (他担当者)
09 教材研究と学習指導案：学習指導案の作成・模擬授業
10 教育実習と特別活動：特別活動の学校行事として修学旅行計画を作成
11 教育実習と部活動：部活動活性化を主題にロールプレーイング
12 教育実習と生徒指導：生徒指導として生徒心得を作成
13 教育実習と進路指導：進路指導として進路のしおり冒頭の言葉を作文
14 教職実践演習のまとめ 1：魅力ある教員を小説に描かれた教員を通して考察
15 教職実践演習のまとめ 2：履修カルテをもとに自己点検と補充
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(4) 生徒指導用の「生徒心得」を作成
　前半は、生徒指導と教員の役割、教育課程
と生徒指導、生徒指導と教育相談、最近の生
徒指導と課題、懲戒・出席停止の措置、校則
と体罰などについて、既習事項確認のための
講義を行った。これをもとに、基本的生活習
慣と規範意識を、校則を通じて生徒に指導し
身につけさせるとして、身だしなみ・交通安
全の部分に限定し「生徒心得」を作成させた。
その際、教科教育との関係を常に意識し、ま
た生徒にわかりやすい用語と表現を用いるよ
う心掛けさせた。
　作成後、校則として取り上げた部分の説明
と意見発表の時間を設けた。校則の必要性、
不要な校則、校則の根拠について様々な意見
が出た。何れの学生も、自身が指導を受けた
服装・頭髪・遅刻指導などは、比較的否定的
に受け止めていることが多かった。その際、
採用された後の新任教員が、身だしなみなど
積極的に指導しているのは何故か改めて考え
させた。
(5) 魅力ある教員を小説を通して考察
　前半は、地球的な視野に立って行動するた
めの資質能力、変化の時代を生きる社会人に
求められる資質能力、教員の職務から必然的
に求められる資質能力など、既習事項確認の
ための講義を行った。併せて教員を主人公に
した小説を 5 冊取り上げ、そのあらすじと主
人公の生き方について解説した。これをもと
に、現在魅力あると感じている教員像を文章
にまとめさせた。
　後半は、自身の考える魅力ある教員につい
て発表の時間を設けた。留意させたが、魅力
ある教員と教職の魅力の混同が相変わらず感
じられた。多くは中学生・高校生の頃の恩師
を引き合いに説明するもので、その思い出を
振り返ることから、子どもへの愛情、教員と
しての使命・熱意、教職への意欲を改めて強
くしたようであった。
(6) 教職の魅力を他の職業との比較から考察
　前半は、教職の魅力について、子どもの成
長へのかかわり、給与、休日、労働時間、社
会的地位など、併せて、職務上の義務や身分
上の義務、分限や懲戒について、既習事項確
認のための講義を行った。これをもとに、教
職は魅力ある職業なのか他の職種と比較し、
考えをまとめさせた。
　後半は、自身の考える教職の魅力を発表さ
せた。ほとんどの学生が採用試験不合格と
なった後の演習であることから、教職よりも
他の職業の方が魅力があるか批判的に検討さ
せた。学生はこのことを通して、教育愛と教
職への意欲をより強くしたようだった。しか
し一部の学生にはとっては、他の職業を考え
る契機となった。
(7) 協力と連携について立場の異なる教職経
験者と考える
　長期間、教育委員会の事務局職員、高校の
校長など主に管理職として働いた実務経験者
に、具体的な学校現場の問題事例を聞く機会
を設けた。組織における校長の役割や、教頭・
主任、多くの教諭との関係、教職員の協力と
連携についても説明があった。
　話し手からの問いかけ、学生からの質問を
通して、教員の中にも立場の違う人がいるこ
と、立場が違えば考え方に異なる部分がある
と意識させることができた。頻繁に使われる
ようになったチーム学校や職員会議の役割に
ついての話も、学生はよく見聞きすることで
あるが、新鮮な具体的話題として理解を深め
たようであった。
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３，学生の取り組みと演習の課題
　最終回 (第15回) には、学生が教育用ソフト
manabaを使用して蓄積してきた学習と評価
の記録を整理させた。すでに年度ごとに、自
己評価や教員の評価もなされているが、プリ
ントアウトさせ未記入の部分を補充し再評価
させた。
　実践演習以前から、几帳面にmanabaに継
続して記録してきた学生であっても、何が不
足しているか理解できず、自身で不足分を補
うのは難しかったようである。しかし、再評
価の結果をみると、一連の演習を通して担当
者が個々の学生に指摘した部分は、すべての
学生の問題として意識させることができたよ
うである。ただし、補うところまでは確認で
きなかった。大きな成果は、大学で学んだ事
項を、身近な教員の仕事として結びつけられ
たことである。
　27年度 (2015年) は学生の実態と教職課程の
実情に併せ工夫したが、ほとんどの学生が採
用試験不合格になったことから、①教職に就
かない学生が免許だけ取っておこうと出席し
ている、②企業の就活と重なりそちらを優先
せざるを得ない、③後期の教育実習と重なり
実習を優先せざるを得ない、という困難な状
況での演習となった。教員免許だけ取得して
おこうとする学生の中には、現場の教員とし
て役立つ力を身につけるより、実践演習の単
位取得に最小限必要なことだけ取り組んでい
ると感じる場面もあった。
四、事前学習と方法の新規組み立て
　教職課程を履修している学生には、教員の
初任者に、どの程度の資質能力が求められて
いるか基準がわからない。身につけた資質能
力が教育現場で有効な力となるか自身で評価
することは難しい。教員が総合的で大概な判
断基準を示しても、やはり何が不足している
か判断し難い。自身の履修した科目の中で、
感覚的に不充分さを感じ取るだけである(16)。
より積極的に取り組ませるためには、これま
での指導方法と内容に更なる検討の余地があ
るように感じられた。
　また、履修しているのは、4 年間、貴重な
時間を費やし講義に出席し、レポートを書き、
試験勉強をしてきた学生である。最後の実践
演習の履修を通して、卒業までに充分な実践
力をつけ、教員免許に必要な最後の 2 単位は
必ず取得させねばならない。28年度は、前年
度より履修人数は少なく22名となったが、当
初から教職を目指してきた学生の数が更に少
なくなった。そこで、前年度と比べ事前の学
習に取り組ませることに指導の力点を置い
た。目標を意識して評価し確実な補充ができ
るよう、後半の指導方法も部分的に改め実施
することとした(17)。
１，事前学習とポートフォリオの整理
　例年、最終学年ともなると、残された講義・
演習や卒論の指導など、限られた日のみ大学
に出席する学生が増えてくる。また、教職実
践演習を履修する学生は 7 月～ 8 月までは採
用試験の勉強に専念しており、試験合否の判
明後急速に就職活動が繁忙となっている。一
部の学生は、教職大学院など大学院への準備
をしている。教職に熱心だった学生も、大学
へは少しずつ距離をおくようになり、教職に
関するものにあまり目が向かないときであ
る。特に 27年度 (2015年) から28年度にかけ
ては、就職協定も一時的に大きく変化してお
り、学生は就職など自身の進路について不安
感が強くなっていた。個々の学生のポート
フォリオや教育実習の記録を精査し、新たな
演習方法をとるのは緊急の課題となってい
た。
　教職課程の科目履修は 1 ～ 2 年時が多く、
実践演習を受講する 4 年時秋学期までには 2
～ 3 年の年月があり、既に履修した事柄の記
憶は薄れている。何を学び何を理解したか定
かでない状態のまま、演習前半に既習事項を
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思い起こすための講義をしても不充分であ
り、身につけたものを自己評価し、補充し向
上させることは困難だと感じられた。学生が
履修してきた講義は、教職入門、教育心理学、
教育制度論、生徒指導論、特別活動論という
科目である。学生はそれぞれの講義内容を思
い起こせないだけでなく、既習科目ごとに示
されていたシバラスには、評価項目に直接結
びつけられる具体的なキーワードや文章はあ
まり書かれていない。そこで実践演習の際、
項目をそのまま提示しても、それまで履修し
たものと関連付けられない。また、習得した
資質能力が充分であるか否か判定し難い。
　更に、教職実践演習は、理論と実践を結び
つける役割を果たすものとして、学んだこと
を総合的にまとめ、教育現場の現状に対応で
きるようにすることが重要であるとされる。
従って、演習の時間内に担当教員は、それぞ
れの科目に対して、例示項目を通して自身で
評価しやすくなるよう援助し、学んだことを
統合形成する指導をしていくこととなる。そ
のため、学生はそれ以前の事前準備が充分な
されていなければならない。ポートフォリオ
を整理することは、事前学習を充実させるた
め、取り組ませるべき重要な指導方法と感じ
られた。
　28年度 (2016年) は、教育実習の大学におけ
る最終回 (学校実習の後行われる最後の授業
日) に、秋学期科目「教職実践演習」の趣旨、
授業方法と内容、実践演習前に準備すること
など時間をかけて説明した。実践演習には事
前学習は欠かせないこと、更にそのためには、
自身がこれまでに履修した事柄を整理し、復
習しておく必要があることから、ポートフォ
リオを夏期休業中に整理し、九月の実践演習
第 1 回目に提出するよう指示した。
２，ムードルによる課題の提示とレポート
　今年度 (28年度) は、学生の実態に合わせ、
新たな演習の方法を起こした。前年度実施し
た前半の講義は大幅に見直し、すでに履修し
た講義内容については、事前に少なくとも 3
時間程度の学習をさせることとした(18)。
　演習に臨む前に充分な事前学習を促すた
め、すべての演習日の一週間前にmoodleを通
して課題を提示した。学生はこの課題に添っ
て、すでに受講した科目を振り返り、毎回Ａ
4 用紙 2 枚にレポートを仕上げ、受講前に提
出するようにした。
　レポートのテーマは、理論と実践の往還と
いうことから、毎回、履修者の多かった必修
科目に関連させ、学校現場で話題となる事象
をキーワードにし組み入れ提示した <表 2 >。
これらについて、該当履修科目全体を通して
何を学んだか、印象に残っているのは何か、
どのように考えるかなど自由に記述させた。
多くは、キーワードとした用語の意味を説明
するような文章となったが、具体的な場面を
想定し自身の考え方をまとめる学生もいた。
　また毎回、指名された 5 名の学生がレポー
トをもとに意見を発表することにした。発表
後は内容に関連して、演習担当教員と聞き手
の学生が、生徒・保護者・学校現場の教員の
立場に立ち意見を述べ質問をし、発表者はそ
れに答える時間とした。これは、発表者だけ
でなく、すべての学生が課題に気づき考える
ために設定したものである。
　それぞれの科目に確実な知識が習得され理
解ができていれば、レポートも短時間に書き
やすい。学習が不充分であった学生はレポー
トを書くにも時間を要し、演習後気づいた不
足分に対して補充の事後学習が不可欠にな
る。課題は多くの学生に負担となるが、レポー
トを課すことよって事前学習だけでなく当日
の演習にも熱心に取り組むようになった。
３，新たに組み替えた演習
　免許状を取得するため、学生は教職課程を
履修し、あらかじめ必要とされた単位を取得
する。必修であっても、同科目名で複数開講
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されていれば、その中の何れを選択してもよ
い。まして選択科目となれば、異なる科目名
のものでもよく履修内容の幅は拡がる。更に、
教員が異なれば、同科目でも教授する内容は
異なる。既習事項については、どのような履
修選択をしても、どの科目を履修しても、習
得すべきことが網羅され詳細に説明されるこ
とはない。学生は受け身の姿勢で、指導され
たことだけ記憶し理解しているだけでは不充
分である。
　また従来から学校現場では、大学の教職課
程の履修だけでは身につけられないものがあ
ると考えられている。教職課程で最小限必要
な資質能力を身につけ、採用試験でも高い程
度に達していると評価されても、現場ではな
お不充分な点があり補充する必要があるとさ
れる。従って学校現場では毎年度当初、新任
教員に教育委員会や校長会主催の研修、学校
独自に計画した研修を必ず受けさせるように
している。
　以上の点から28年度は、学生の実態に合わ
せ、更に現場の要請に更に少しでも近づける
ため、新たな演習方法を組み入れ再度編成し
直した。
　新たな演習の初回 (第 1 回)「教職実践演習
の課題」については、ガイダンスの時間とし
ながらも以下のように実施した。課題は、「教
育原論の講義で学んだことなどを振り返り、
生徒との出会い、学校生活、教職の魅力につ
いて考える」とした。キーワードをもとに、
教育原論のテキストもしくは講義ノートを読
み返し、教育実習の経験などを踏まえ、より
現実的な視点から自己点検し学習したものを
レポートにまとめ提出させた。
　教職を考える際、科目「教育原論」は、必
ずしも直接テーマに関係するものとはいえな
い。教職課程で履修した科目を、少なくとも
実践演習を通してひととおり復習させるた
め、テーマにできるだけ近い科目を仮に結び
付けようと意図したものである。従って 15 
回のうち、必ずしも課題のテーマを考察する
のに、該当科目として最も適当なものとはい
えない。中には選択科目であり、一部の学生
が履修してないこともあり、該当科目に目を
表 2　課題としたキーワード（平成28年度）
回 テーマ：考察のためのキーワード
01 教職実践演習の課題 (ガイダンス) ：生徒との出会い、生徒との学校生活、教職の魅力
02 教職の意義と役割：教職の意義・役割、教職の魅力、教職課程履修
03 教員の服務：身分の特殊性、服務義務の特殊性、職務上の義務、身分上の義務
04 教員の勤務：時間外、休日勤務、超過勤務と法制、超過勤務と行政、給与
0 5 教材研究と学習指導案：学習指導案、教材研究、授業の構成
06 ～ 08 教育相談、特別支援教育、発達障害 ：(他担当者)
09 教材研究と学習指導案：プレゼンテーション、発問・授業の観察、授業の評価
10 教育実習と特別活動：ホームルーム活動、生徒会活動、卒業式、学校祭、修学旅行
11 教育実習と部活動：教育課程と部活動、部活動顧問、活動時間、部員数減少と部活動費
12 教育実習と生徒指導：基本的生活習慣、規範意識、喫煙、暴力、盗難、交通安全
13 教育実習と進路指導：キャリア教育、高校への進学指導、大学への進学指導
14 教職実践演習のまとめ 1：理想の教員、求められる資質能力、自身の適性、採用試験
15 教職実践演習のまとめ 2：(ポートフォリオ) を整理
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通したのち、他科目の学習もしなければなら
ないこともあった。
　演習時間の前半には、指名した 5 名の学生
にレポートをもとに自己点検結果と補充の経
過を発表させた。発表された内容は、教職科
目のテキストの一部を整理したようなものが
多くみられた。その後、教員・学生からの意
見や情報交換の時間とした。しかし、当初は
指名しない限り学生間の活発な意見・情報
交換は活発なものとならなかった。教員から
は、関連した主科目とした一般的なテキスト
には記載されているが、本学のシラバスには
なかったこと、指定した科目には載っていな
いが、他の科目と関連付け考えさせたいこと
について質問した。更に、学校現場の多くの
意見や実態だけでなく、時には一部の意見や
特殊な事例を紹介するなどして考えさせた。
　教職の魅力については、給料、休日、社会
的地位、職業としての安定性が理由ではない
か。子どもが好きという理由であれば、他に
適当な魅力のある職業がないか。長時間過密
労働、休憩休暇が取得できない、難しい保護
者への対応、生徒の問題行動など、教職の魅
力とはいえない側面などについても答えさせ
た。これらは、発表した学生だけでなく、す
べての学生が考えるよう話題を発展させた。
　27年度 (2015年) は、前半に担当教員が講義
した後、学生に考えさせ発表させている。そ
のため、講義で学んだ知識、印象に残るであ
ろうことを質問しても、充分な回答は得られ
ないことがあった。学生は自信をもって答え
られず、意見は担当教員に合わせるしかな
かった。キーワードに関連して質問しても、
知識・理解が不充分であったとき、何をもと
に補充したらよいか時間内に説明するのは困
難だった。
　これに対して28年度は講義はほとんどな
く、事前に提示された課題についてレポート
を提出するようになった。テーマに関して再
学習した状態で演習に臨み、これをもとに発
表している。少なくとも前日までに自己の考
えをまとめ可能なところで補充しているの
で、意見や質問に対し自身の考えと比較し答
える場面も見受けられるようになった。なお
更に、正確な評価でなかったり、不足してい
ると判断した場合は、自身でよく理解した上
で補充することとなった。
　以下、何れの回も方法としては同様の目的
と方法で実施したが、第 1 回から第 15 回ま
でのテーマと考察のためのキーワードは図示
したとおりである。なお、第 6 回から第 8 回
までの 3 回は他教員が担当し、第 6 回は教室・
学校のコミュニケーションをテーマとした講
義と 4 つの心理実験を通じた演習、第 7 回に
は特別支援教育をテーマとした講義と 2 つの
演習、更に第 8 回は発達障害をテーマとした
講義と 2 つの演習を行っている。
まとめ
　教育現場では、新任の教員について「大学
で学んだことの正しさを説き、現場の批判ば
かりしている」「立派なことをいうけれど、
口先だけで行動が伴わない」という先輩教員
の声を聞く。大学の教員が説くように、学校
の教員は仕事をしなければならないか。それ
とも、現場の教員が必要とすることを、大学
の教職課程では教えるべきか。理論と実践の
関係については、今なお立場の違いによって
考え方が随分異なるように思われる。
　大学と現場の架橋となるものとして期待さ
れた教職実践演習は、優れた演習の実践例が
多く発表されている。何れも実践研究として
学ぶべきことは多いが、諸処の事情が異なり、
参考となるが模範とはし難い。そのような中、
本稿では、これまで実践してきたものを整理
し、現場で役立つ教員養成を目指した実践演
習のあるべき姿を考察した。
　28年度 (2016年) も、新規に様々な方法を織
り込み取り組んだ。学生からはレポートの負
担は大きかったが、充実していたとする意見
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もあった。演習も最終局面に至り、なお補充
すべき点が次々と発見され、それ以前になす
べき指導があったと反省することもあった。
しかし、このことはこれまで根拠なく満足し
ていた学生が、より正確に自己の能力を確認
し、更なる学習に取り組めた成果と捉えるこ
ともできる。
　実施した演習を整理し、適切な指導方法と
内容を探る過程では、実務経験のある教員が
実践を理論化し、理論に基づいた実践につい
て指導することに、積極的に果たすべき役割
が確認できた。大学の教職実践演習は、基本
的には大学の教員が指導するものである。し
かし、以上のことからは、現場の経験豊富な
教員の指導すべき場面が増えていること、ま
たその役割が重視される傾向にあることを改
めて確認することとなった。
注
(01) 教育職員免許法施行規則の一部を改正する省
令 (2008) によって、2010年度以降の大学入
学者が教育職員免許状を受ける場合、「教職
実践演習」2 単位の取得が必修として位置
づけられた。
(02) 中央教育審議会答申 (2002)「今後の教員許制
度の在り方について」はじめに
(03) 中央教育審議会答申 (2015)「これからの学校
教育を担う教員の資質能力の向上について、
～学び合い、高めあう教員育成コミュニティ
の構築に向けて～」、p.15、p.29～30、①入
職前の取組②共通問題の作成③特別免許制
度の活用など、改革の具体的な方向性が示
された。
(04) 中央教育審議会答申 (2002)「今後の教員許
制度の在り方について」において既に、「今
教員に求められているのは、①教職への使
命感、情熱を持ち、子どもたちとの信頼関
係を築くことのできる適格性の確保であり、
②教科指導、生徒指導等における専門性の
向上である。そして、これからの学校に求
められるのは、説明責任を果たすことを通
じての③信頼される学校づくりである」、「こ
のような学校づくりを支えるべき教員には、
①及び②の教員の適格性の確保や専門性の
向上を当然としつつも、新たな資質能力が
求められているのではないかと考える」と
ある。
(05) 池田賢市「『教職実践演習』のストップを」
koukyouiku.la.coocan.jp/koramuNo.6.pdf
(06) 中央教育審議会の「教員の資質能力向上特別
部会基本制度ワーキンググループ」第 1 回
会合配付資料「都道府県・指定都市教育委
員会が求める教員像」(2011)
(07) 立命館大学「理論と実践にも続く確かな指導
理論と実践力を備えた教員」、杏林大学「人
に奉仕する医の精神を教職に適用できる教
員」、神戸市外国語大学「ゆるぎない英語力
と確固たる指導力を兼ね備えた優れた英語
教員」、玉川大学「子どもに慕われ、親た
ちに敬われ、同僚に愛させられ、校長に信
じられよを実践できる教師」。各大学ＨＰ 
(2017.1.19)。
(08) 中央教育審議会答申 (2006)「今後の教員養成
と免許制度の在り方について」、別添「教職
実践演習 (仮称) について」には、4 つの事
項に分け到達目標がそれぞれ示されている。
「使命感や責任感、教育的愛情等に関する事
項」に対しては「教育に対する使命感や情
熱を持ち、常に子どもから学び、共に成長
しようとする姿勢が身に付いている」「高い
倫理観と規範意識、困難に立ち向かう強い
意志を持ち、自己の職責を果たすことがで
きる」「子どもの成長や安全、健康を第一に
考え、適切に行動することができる」とある。
(09) 中央教育審議会答申 (2006)「今後の教員養成
と免許制度の在り方について」、別添「教職
実践演習 (仮称) について」
(10) 中央教育審議会答申 (2006)「今後の教員養
成と免許制度の在り方について」、別添「教
職実践演習 (仮称) について」には、「教室で
の役割演技 (ロールプレーイング) やグルー
プ討論、実技指導のほか、学校や教育委員
会等との協力により、実務実習や事例研究、
現地調査 (フィールドワーク) 、模擬授業等
を取り入れる」などが示されている。
(11) 佐藤一生「教員養成において実務家教員にで
きること」『S y n a p s e』Vol.33、p.19「研
究者教員は研究を基調として実践にアプ
ローチし、実務家教員は実践を基調とし研
究にアプローチするスタンスで相互に連携・
協力しながら学生に当たることが大切であ
る」
(12) 中央教育審議会答申 (2006)「今後の教員養成
と免許制度の在り方について」参考資料、「教
職大学院の実務家教員の在り方について」
には、教員等学校教育関係者の場合につい
て例えば教諭の場合、標準的な勤務経験 ( 担
任サイクル、主任等の経験 ) を考えれば、概
ね 20年程度の経験が必要である。校長・教
頭等の管理職、指導主事の経験を有する場
合等、その職務の性質の相違を勘案しつつ、
教諭としての経験期間よりも長く評価する
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ことにより、全体として同等以上と評価し
得る期間である必要があると示されている。
(13) 中央教育審議会答申 (2006) 参考資料、教職大
学院を例にあげるまでもなく、「実践的な内
容は実務家教員のみに分担・分業されるべ
きものとの考えをとるべきではない」、また
「実務経験を有する実務家教員といわゆる研
究者教員とがともに協働しつつ、全体とし
て実践的内容を意識した教育が展開される
必要がある」とされている。
(14) 中央教育審議会答申 (2006)「今後の教員養
成と免許制度の在り方について」参考資料、
「教職大学院の実務家教員の在り方につい
て」には、実務家教員は、「実務経験からく
る実務経験知・識見を単に有するのではな
く、知見を理論化し、一般化した上で適切
に教授できるなど、担当する専門分野に関
し、高度の教育上の指導力を有する者であ
る必要がある」と示されている。
(15) 毎回演習の最後にはReaction-paperを配布
し、感想、要望、質問などを書くようにした。
本稿の三と四に示した学生のコメントはこ
こに記載されたものである。
(16) 演習の最後に書かれたReaction-paperには、
到達目標を示し目標到達を確認したところ、
それぞれの指標について、ほぼ到達してい
ると答える学生が多かった。
(17) 本学では、4 月から始まる教育実習と 9 月か
らの教職実践演習は、ほぼ同じ受講生となっ
ており担当者も変わらない。従って、担当
者は 4 月の時点で演習受講者の実態を把握
できる。
(18) moodleにメール連絡「教職入門・第 1 回資
料、2016年10月 6 日(木曜日) 13：17- (教員) 
渡津英一郎の投稿、moodle 教職実践演習 (第
5 回) に、10月12日の資料をアップしまし
た。学生の皆さんはあらかじめプリントア
ウトして参加して下さい。」というメールを
毎回配信している。課題が添付されており、
学生はこれをもとにレポートを作成した。
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